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■第7回全国体操小学生大会開幕（開会式にて夏海小6年生が歓迎のダンスを披露）



億  ４，４４９万５千円４，４４９万５千円
づ くりを目指してくりを目指してづ くりを目指してくりを目指してづ くりを目指してくりを目指して

予算のあらまし

会　計　別　予　算　額
会　計　名 金　　額 増減（昨年度比）

一 般 会 計
特 別 会 計
特 会 内 訳
国民健康保険事業
老人保健事業
介護保険事業
地方卸売市場事業
公共下水道事業
墓 地 事 業
公 平 委 員 会
水 道 事 業
合 計

0.2％
3.1％
―――
10.4％
△4.8％
5.9％

△6.6％
△0.9％
38.1％
△0.4％
1.0％
1.6％

67億7,330万円
64億7,119万5千円

―――　　　 
22億9,653万6千円
18億1,818万円
10億9,119万円
526万1千円

5億2,201万2千円
2,009万4千円

746万円
7億1,046万2千円

132億4,449万5千円

予
算
編
成
の
基
本
方
針

予
算
編
成
の
基
本
方
針

予
算
編
成
の
基
本
方
針

予
算
編
成
の
基
本
方
針

予
算
編
成
の
基
本
方
針
（
施
政
方
針
よ
り
要
約
）

【
歳
入
】

　

町
税
収
入
は
、
所
得
税
か
ら
住

民
税
へ
の
10
％
の
税
源
移
譲
に
よ

り
住
民
税
が
１
億
６
、
３
１
５
万

９
千
円
増
え
る
も
の
の
原
子
力
事

業
所
の
償
却
資
産
の
減
収
に
よ
り

１
億
４
、
１
１
６
万
６
千
円
の
増

（
４
・
８
７
％
増
）
に
と
ど
ま
り

ま
す
。

　

地
方
交
付
税
は
臨
時
財
政
対
策

債
と
合
わ
せ
た
実
質
交
付
税
（
特

別
交
付
税
は
除
く
）
７
億
７
、
２

０
０
万
円
を
計
上
し
、
前
年
度
確

定
額
に
比
べ
２
、
３
７
１
万
２
千

円
の
減
（
２
・
９
８
％
減
）
で
す
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
電
源
立
地
地

域
対
策
交
付
金
の
高
経
年
化
措
置

に
よ
る
増
額
１
億
３
、
７
０
０
万

円
や
リ
サ
イ
ク
ル
研
究
開
発
促
進

交
付
金
の
増
額
等
に
よ
り
９
億

４
、
０
７
４
万
７
千
円
（
３
２
・

４
２
％
増
）
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

昨
年
３
月
に
リ
ゾ
ー
ト
ア
ウ
ト

レ
ッ
ト
が
港
湾
背
後
地
に
立
地

し
、
景
観
は
も
と
よ
り
観
光
地
大

洗
が
一
変
し
ま
し
た
。
様
々
な
分

野
で
大
き
な
波
及
効
果
が
あ
り
、

地
域
経
済
の
底
上
げ
が
進
み
ま
し

た
。
こ
れ
ら
港
湾
背
後
地
の
更
な

る
賑
わ
い
空
間
を
つ
く
る
た
め

に
、
土
地
利
用
等
事
業
の
促
進
、

並
び
に
広
域
観
光
を
視
野
に
入
れ

た
ク
ル
ー
ズ
船
の
誘
致
等
に
力
を

入
れ
、
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
展

開
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
心

身
と
も
に
健
康
で
生
き
が
い
を

持
っ
て
生
活
す
る
こ
と
が
、
町
民

の
大
き
な
願
い
で
あ
り
、
そ
の
た

め
の
健
康
づ
く
り
対
策
を
強
化
す

る
と
と
も
に
総
合
的
な
健
康
と
ス

ポ
ー
ツ
の
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し

ま
す
。

　

現
在
進
め
て
い
る
行
財
政
改
革

を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、
職
員

給
与
の
抑
制
、
経
費
の
削
減
等
を

図
り
ま
す
。
本
年
度
は
、
学
校
給

食
（
小
学
校
）
の
民
間
委
託
、
夏

海
幼
稚
園
の
休
園
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
未
利
用
地
な
ど
の
町

施
政
方
針
（
要
約
）

歳　入
6,773,300千円

町税
44.9％
（3.038.472）

国庫支出金
13.9％
（940,747）

地方交付税
9.9％
（672,000）

県支出金
6.8％
（462,653）

諸収入
4.8％
（322,931）

町債
3.8％
（260,700）

繰越金
1.5％
（100,000）

分担金及び負担金
2.6％
（174,882）地方消費税交付金

3.0％
（205,000）

使用料及び手数料
3.7％
（249,538）

財産収入
繰入金
地方譲与税
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
株式等譲渡所得割交付金
利子割交付金
配当割交付金
交通安全対策特別交付金
寄付金

1.4％（98,073）
1.2％（78,501）
0.9％（63,900）
0.6％（40,000）
0.4％（29,000）
0.2％（11,700）
0.1％（ 8,400）
0.1％（ 6,800）
0.1％（ 6,000）
0.1％（ 4,000）
0.0％（ 3）

歳　入

有
地
の
処
分
に
よ
り
財
源
を
確
保

し
、
行
財
政
の
効
率
化
を
図
り
つ

つ
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
夢
の
持

て
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
全

力
を
尽
く
し
ま
す
。

施政方針を述べる小谷町長
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新年度予算13２億  ４，新年度予算13２億  
夢のもてるまちづ く夢のもてるまちづ 夢のもてるまちづ く夢のもてるまちづ 夢のもてるまちづ く夢のもてるまちづ 

一般会計歳入・歳出  

【
歳
出
】

　

職
員
数
の
削
減
や
給
与
の
抑
制

を
は
じ
め
、
新
行
財
政
改
革
大
綱

に
基
づ
き
、
徹
底
し
た
経
費
の
削

減
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
子
育
て

支
援
や
健
康
づ
く
り
の
推
進
、
地

域
経
済
の
活
性
化
対
策
な
ど
重
点

分
野
に
配
分
し
、
施
策
の
充
実
を

図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
公
共
事
業

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
幹
線
道

路
や
幹
線
排
水
路
の
整
備
な
ど
生

活
関
連
並
び
に
教
育
へ
の
重
点
化

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

す
。
大
洗
町
に
お
い
て
も
ゴ
ル
フ

交
流
大
会
が
予
定
さ
れ
、
全
国
か

ら
の
大
会
参
加
者
や
大
会
関
係
者

等
を
温
か
く
お
迎
え
し
、
交
流
の

輪
を
広
げ
ま
す
。

保
健
事
業

　

健
康
づ
く
り
の
基
本
は
、
食

事
、
運
動
、
生
き
が
い
活
動
、
そ

し
て
日
常
的
な
健
康
管
理
で
あ
り

ま
す
。
保
健
師
、
栄
養
士
、
食
生

活
改
善
推
進
員
、
体
育
指
導
員
や

各
種
団
体
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
健
康
づ
く
り
運

動
を
展
開
し
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
増
進
の
た
め
、
い

き
い
き
体
操
の
輪
の
拡
大
や
、

ち
ょ
っ
く
ら
健
康
館
の
充
実
、
健

康
教
室
の
開
催
を
図
り
健
康
増
進

事
業
を
展
開
し
ま
す
。

児
童
福
祉

　

少
子
化
対
策
の
一
つ
と
し
て
積

み
立
て
て
き
た
浜
っ
子
す
こ
や
か

報
償
金
が
、
今
年
度
最
初
の
給
付

と
な
り
ま
す
。
今
後
さ
ら
に
、
当

該
児
童
の
養
育
等
子
育
て
支
援
に

努
め
ま
す
。

　

子
育
て
の
不
安
や
悩
み
を
解
消

す
る
た
め
の
多
く
の
出
会
い
と
交

流
の
場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

こ
と
ば
の
教
室
、
イ
ル
カ
教
室
、

こ
う
の
と
り
学
級
、
ハ
ッ
ピ
ー
ベ

ビ
ー
な
ど
各
種
の
講
座
教
室
を
引

き
続
き
展
開
し
ま
す
。

障
害
者
福
祉

　

障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
を

促
進
し
、
平
等
の
社
会
を
実
現
す

る
た
め
の
啓
発
運
動
を
推
進
し
ま

す
。

　

本
年
４
月
よ
り
、
福
祉
作
業
所

及
び
精
神
障
害
者
小
規
模
作
業
所

は
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
と

し
て
活
動
す
る
こ
と
な
り
、
こ
れ

ら
の
運
営
を
支
援
し
ま
す
。

○老人福祉事業

○障害福祉事業

○児童福祉

○医療福祉

○保健事業

46,711千円

239,181千円

414,619千円

105,000千円

58,240千円

健康・福祉の主な事業

一般会計歳入・歳出予算のあらまし（　）は款の金額
単位は千円

歳　出
6,773,300千円

議会費
予備費
労働費
災害復旧費
諸支出金

1.5％（99,721）
0.1％（ 5,000）
0.0％（ 32）
0.0％（ 1）
0.0％（ 1）

農林水産業費
2.8％
（189,936）

商工費
4.6％
（311,057）

消防費
5.4％
（363,581）

教育費
8.2％
（552,768）

公債費
9.8％
（663,210）

衛生費
10.6％
（720,675）

土木費
13.5％
（916,523）

総務費
17.8％
（1,207,436）

民生費
25.7％
（1,743,359）

歳　出

高
齢
者
福
祉

　

介
護
予
防
に
つ
い
て
、
高
齢
者

が
健
康
で
安
心
し
て
生
活
が
送
れ

る
よ
う
、
個
々
に
あ
っ
た
介
護
プ

ラ
ン
の
作
成
等
を
通
し
て
介
護
予

心
豊
か
な
や
さ
し
い
ま
ち

心
豊
か
な
や
さ
し
い
ま
ち

心
豊
か
な
や
さ
し
い
ま
ち

防
事
業
を
展
開
し
、
元
気
で
自
立

し
た
生
活
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

の
支
援
と
介
護
給
付
費
の
抑
制
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

11
月
に
、全
国
健
康
福
祉
祭（
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
茨
城
２
０
０
７
）

が
茨
城
県
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
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る
よ
う
支
援
す
る
と
と
も
に
、

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
ス
ポ
ー
ツ

教
室
の
開
催
を
図
り
な
が
ら
、
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
と
町
民
の
健
康
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

芸
術
文
化

　

大
洗
の
歴
史
文
化
を
守
り
、
町

民
が
豊
か
な
文
化
や
伝
統
歴
史
を

尊
び
郷
土
を
愛
す
る
心
を
育
み
な

が
ら
、
芸
術
文
化
や
文
化
財
の
保

存
活
用
を
す
す
め
ま
す
。

　

ま
た
、
生
き
が
い
と
心
豊
か
な

人
づ
く
り
を
芸
術
文
化
協
議
会
な

ど
を
は
じ
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
と

共
に
推
進
し
ま
す
。

○社会人TT配置事業

○幼稚園・小中学校各種修繕工事

○放課後子ども教室推進事業

○子ども居場所づくり事業

○総合型地域スポーツクラブ事業補助金

生涯学習の主な事業
11,425千円

14,680千円

3,290千円

1,540千円

5,278千円

防
災

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
全
世
帯
に

配
布
し
、
防
災
意
識
の
普
及
啓
発

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
原
子
力
安

全
協
定
の
円
滑
な
運
営
を
図
り
な

が
ら
、
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
の
活
用
等
に
よ
り
、
地
域
の

安
全
確
保
を
図
り
ま
す
。

消
防
・
救
急

　

迅
速
円
滑
な
消
防
業
務
を
行

い
、
消
防
用
器
材
の
充
実
と
消
防

署
と
各
分
団
の
連
携
を
図
り
、
消

防
力
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
救
急
資
機
材
の
整
備
や

救
急
隊
員
の
教
育
訓
練
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

ご
み
対
策

　

徹
底
し
た
分
別
収
集
を
推
進

し
、
資
源
物
の
回
収
に
よ
る
ご
み

の
減
量
化
に
取
り
組
む
な
ど
、
リ

デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ

ク
ル
に
努
め
、
循
環
型
社
会
の
形

成
を
目
指
し
ま
す
。

環
境
美
化

　

環
境
基
本
条
例
並
び
に
環
境
美

化
の
推
進
に
関
す
る
条
例
を
基
本

と
し
て
、
特
に
悪
臭
防
止
や
水
質

浄
化
に
努
め
、
快
適
な
生
活
環
境

の
確
保
と
、
町
民
の
環
境
保
全
及

び
美
化
意
識
の
高
揚
を
積
極
的
に

図
り
ま
す
。

交
通
安
全
・
防
犯

　

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
街
路

灯
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
・
道
路
標
識

等
の
環
境
を
整
備
し
、
円
滑
な
交

通
体
系
の
整
備
と
併
せ
、
総
合
的

な
交
通
安
全
対
策
を
進
め
ま
す
。

　

防
犯
対
策
は
、
警
察
、
防
犯
連

絡
員
、
犯
罪
サ
ポ
ー
タ
ー
、
各
地

域
の
自
警
団
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー

等
の
組
織
と
連
携
や
町
内
巡
回
パ

ト
ロ
ー
ル
の
強
化
に
よ
り
、
児
童

生
徒
の
安
全
確
保
や
街
頭
犯
罪
な

ど
の
未
然
防
止
に
努
め
ま
す
。

は
「
現
代
詩
大
会
」
を
主
催
す
る

こ
と
と
な
り
、
特
色
あ
る
大
会
を

目
指
し
準
備
を
進
め
ま
す
。

体
験
活
動
事
業

　

創
造
力
や
忍
耐
力
・
社
会
性
を

養
い
、
生
き
る
力
を
育
む
北
海
道

洋
上
体
験
学
習
事
業
の
開
催
や
栃

木
県
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
事

業
海
っ
子
・
山
っ
子
交
流
事
業
を

展
開
し
ま
す
。
さ
ら
に
科
学
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
う
サ
イ
エ
ン
ス

ス
ク
ー
ル
事
業
を
本
年
も
引
き
続

き
開
催
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　

町
民
主
体
の
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
夢to

w
n

大
洗

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
）
が
軌
道
に
乗

幼
児
教
育

　

幼
稚
園
及
び
保
育
所
や
子
育
て

支
援
団
体
等
と
の
連
携
の
強
化
を

図
り
、
ま
た
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
図
り
な
が
ら
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
事
業
な
ど
子
育
て
支
援
を

展
開
し
ま
す
。

学
校
教
育

　

教
育
内
容
に
つ
い
て
、
習
熟
度

別
に
少
人
数
指
導
並
び
に
き
め
細

か
な
学
習
指
導
を
展
開
す
る
た

め
、
Ｔ
Ｔ
特
別
配
置
事
業
を
夏
海

小
学
校
と
祝
町
小
学
校
に
、
社
会

人
Ｔ
Ｔ
配
置
事
業
を
第
一
中
学
校

と
南
中
学
校
に
そ
れ
ぞ
れ
配
置
し

ま
す
。

　

ま
た
、
す
べ
て
の
小
学
生
を
対

象
に
、
子
ど
も
達
の
安
全
・
安
心

な
居
場
所
を
設
け
、
指
導
員
を
中

心
に
地
域
の
方
々
の
協
力
を
得

て
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
体
験
活

動
を
行
う
放
課
後
子
ど
も
教
室
推

進
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

生
涯
学
習

　

平
成
20
年
11
月
に
、
国
内
最
大

の
文
化
の
祭
典　

第
23
回
国
民
文

化
祭
い
ば
ら
き
２
０
０
８
が
県
内

各
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
町
で

人
を
育
む
元
気
な
ま
ち

人
を
育
む
元
気
な
ま
ち

人
を
育
む
元
気
な
ま
ち

や
す
ら
ぎ
の
あ
る
安
心
の
ま
ち

や
す
ら
ぎ
の
あ
る
安
心
の
ま
ち

○住み良いきれいな街づくり推進事業

○第4分団詰所及びホース乾燥塔建設事業

○交通安全施設整備事業

○火葬炉・火葬場改修工事

○原子力防災通信ネットワーク整備事業

生活・環境の主な事業
6,492千円

39,520千円

3,871千円

75,900千円

3,614千円
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○町道及び排水路整備事業

○若見屋平戸線整備事業

○上水道配水設備改良事業

○下水道管渠整備

○大洗港の整備

261,661千円

123,702千円

100,000千円

126,400千円

56,000千円

都市整備の主な事業

上
下
水
道
事
業

　

上
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
水

道
水
の
安
定
供
給
の
た
め
の
水
源

確
保
、
水
質
保
全
、
施
設
の
老
朽

化
へ
の
対
応
と
災
害
に
強
い
施
設

整
備
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
下
水

道
事
業
で
は
、
衛
生
的
な
生
活
環

境
や
海
域
の
水
質
保
全
と
下
水
道

事
業
の
経
営
安
定
化
の
た
め
、
下

水
道
へ
の
速
や
か
な
接
続
の
理
解

を
求
め
る
と
と
も
に
、
水
洗
化
率

の
普
及
向
上
に
努
め
ま
す
。

道
路
整
備

　

若
見
屋
平
戸
線
の
開
通
が
本
年

７
月
に
予
定
さ
れ
、
県
道
長
岡
大

洗
線
の
釜
口
山
付
近
も
県
事
業
で

今
年
度
中
の
改
良
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。さ
ら
に
、大
洗
友
部
線
、

関
根
祝
町
線
等
、
交
通
機
能
の
円

滑
性
、
快
適
性
、
産
業
の
振
興
を

高
め
る
た
め
整
備
促
進
に
努
め
ま

す
。

　

ま
た
、
県
事
業
で
着
手
し
て
い

る
宮
下
地
区
の
電
線
地
中
化
事
業

を
促
進
し
、
よ
り
良
い
景
観
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

港
湾
整
備

　

大
洗
港
を
中
心
に
大
洗
海
浜
公

観
光
振
興

　

本
年
大
洗
港
に
、
三
度
の
ク

ル
ー
ズ
船
の
入
港
が
決
ま
り
、
ビ

ジ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
ク
ル
ー
ズ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
位

置
づ
け
が
本
格
化
し
て
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
10
月
に
は
、
帆
船
海

王
丸
が
入
港
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の

機
会
に
心
温
ま
る
歓
迎
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
、
み
な
と
賑
わ
い
ま
ち

づ
く
り
を
展
開
し
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
の
北
関
東
自
動
車

道
の
東
北
自
動
車
道
へ
の
接
続
や

茨
城
空
港
の
供
用
開
始
も
予
定
さ

れ
、
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
広

域
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
に

努
め
、
観
光
客
受
け
入
れ
の
増
大

を
図
り
ま
す
。

漁
業
の
振
興

　

栽
培
漁
業
及
び
資
源
管
理
型
漁

業
の
促
進
、
魚
介
類
の
ブ
ラ
ン
ド

化
、
直
販
な
ど
の
積
極
的
な
関
係

者
の
事
業
展
開
に
支
援
し
ま
す
。

特
に
、
地
域
内
消
費
を
目
指
し
た

宿
泊
業
と
の
連
携
や
、
漁
業
や

魚
そ
の
も
の
を
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
の
体
験
活
動
の
推
進
を
図

り
、
限
ら
れ
た
漁
業
資
源
の
高
付

加
価
値
化
を
促
進
し
ま
す
。

園
の
今
後
の
あ
り
方
、
広
大
な
サ

ン
ビ
ー
チ
の
利
用
を
、
総
合
的
か

つ
長
期
的
に
検
討
す
る
た
め
、

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
再
開
発
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

　

港
湾
の
利
用
促
進
に
つ
い
て
、

ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

港
湾
運
営
に
努
め
、
カ
ー
フ
ェ

リ
ー
貨
物
を
中
心
と
し
た
集
荷
体

制
の
強
化
と
年
間
を
通
し
た
魅
力

あ
る
集
客
体
制
を
整
備
・
支
援
し

ま
す
。
ま
た
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
誘

致
に
つ
い
て
は
、
国
内
外
の
船
会

社
へ
の
積
極
的
な
ポ
ー
ト
セ
ー
ル

ス
を
展
開
し
ま
す
。

水
産
加
工
業

　

設
備
投
資
や
原
料
魚
購
入
の
た

め
の
制
度
資
金
の
借
り
入
れ
に
対

し
、
利
子
補
給
に
よ
る
支
援
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
販
路
拡

大
や
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
取
り
組
み

と
し
て
観
光
産
業
と
の
連
携
や
直

売
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
、
組
織

的
な
対
応
を
進
め
ま
す
。

農
業
の
振
興

　

広
浦
・
神
山
地
区
に
お
い
て
、

農
地
や
農
道
、
水
路
な
ど
の
農

業
資
源
や
農
村
環
境
の
保
全
対
策

を
、
子
ど
も
や
高
齢
者
を
含
む
地

域
住
民
と
の
協
働
に
よ
り
展
開
す

る
、
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上

対
策
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
農
業
の
第
６
次
産
業
化
を
進

め
、
付
加
価
値
を
つ
け
た
商
品
の

開
発
や
「
日
の
出
米
」
に
代
表
さ

れ
る
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
、
販
路

拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

商
工
振
興

　

本
年
７
月
の
若
見
屋
平
戸
線
の

開
通
に
合
わ
せ
、
港
湾
地
区
と
既

存
商
店
街
を
結
ぶ
導
線
の
強
化
を

図
り
、
県
の
商
店
街
の
活
性
化
に

向
け
た
振
興
支
援
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
既
存
商
店
街
が
賑
わ
い
空

間
と
な
る
よ
う
商
工
会
や
商
店
街

の
皆
さ
ま
と
積
極
的
に
取
り
組
み

ま
す
。

安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

活
気
あ
る
楽
し
い
ま
ち

活
気
あ
る
楽
し
い
ま
ち

○年間イベント事業補助金
○海水浴事業 
○商店街活性化事業補助金
○水産加工業の振興
○生産調整推進対策事業
○農地・水・環境保全向上対策事業

産業・観光の主な事業
25,000千円
63,308千円
3,750千円
4,070千円
24,050千円
1,837千円
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町 長 公 室

総　務　課

財　務　課

税　務　課

福　祉　課

国保・年金課

都市建設課

会　計　課

学校教育課

生涯学習課

新所属課 職　名 前所属課 職　名

武藤美智子

荷口　　孝

白土　芳夫

正木　健司

三浦徳治郎

田山　祐一

荒木　充夫

檜山　清隆

田中　幸江

藤本　弘幸

小野瀬　寛

町 長 公 室

学校教育課

総　務　課

税　務　課

総　務　課

財　務　課

福　祉　課

学校教育課

出　納　室

生涯学習課

総　務　課

次長兼学校教育課長

納税推進専門担当主査

総 務 課 長

財 務 課 長

国保・介護専門担当主査

出 納 室 長

生涯学習課長

専門担当主査

渉外専門担当主査兼秘書広報公
聴係長兼男女共同参画推進係長

行政改革推進室長兼
行政改革推進専門担当主査

学校施設改善
専門担当主査

総務課長兼
行財政改革推進室総括

渉外専門担当主査兼秘書広報公聴・
男女共同参画推進・情報政策担当係長

財務課長兼
行財政改革推進室長

収納対策室長兼
収納対策専門担当主査

福祉専門担当主査

国保・年金課長

国保・年金専門担当主査

建築専門担当主査

会計管理者兼会計課長

次長兼学校教育課長兼
行財政改革推進室教育担当

生涯学習課長

氏　名

○課長級

財務課

税務課

福祉課

国保・年金課

生活環境課

上下水道課

農林水産課

会計課

学校教育課

新所属課 職　名 前所属課 職　名

磯崎　宗久

米川　雅博

丸山　妙子

梅原　　弘

清宮　和之

小沼　一夫

松本　京子

米川　英一

宮崎　倫子

納　　久士

佐久間のり子

小沼　玲子

大久保正一

松葉　恵子

栗橋とみ子

山本　英二

江橋　浩司

石川　安志

横田　　孝

関根　敦生

吉川　たけ

松葉　政訓

鈴木　孝子

黒澤　陽子

田山　弘子

財 政 係 長

主査兼管財係長

係　　　長

固定資産税係長

係　　　長

収納対策係長

主　　　幹

子育て支援係長

係　　　長

介護保険係長

第一保育所主任保育士

第二保育所主任保育士

国保・年金係長

係　　　長

主　　　幹

生活安全係長

管 理 係 長

水道施設係長

下水道施設係長

農 政 係 長

会 計 係 長

施設管理係長

係　　　長

祝町幼稚園副園長

教諭（祝町幼稚園）

都市建設課

福　祉　課

福　祉　課

上下水道課

税　務　課

税　務　課

福　祉　課

生涯学習課

学校教育課

生活環境課

福　祉　課

福　祉　課

福　祉　課

福　祉　課

福　祉　課

農林水産課

財　務　課

上下水道課

上下水道課

税　務　課

出　納　室

都市建設課

学校教育課

学校教育課

学校教育課

計画開発係長

主　　　査

介護保険係長

管 理 係 長

主　　　任

納税推進係長

主　　　幹

社会教育係長

教諭（祝町幼稚園）

生活安全係長

主幹（第一保育所）

主幹（第二保育所）

国保・年金係長

係　　　長

主　　　幹

農 政 係 長

財 政 係 長

下水道施設係長

係　　　長

固定資産税係長

出 納 係 長

係　　　長

教諭（夏海幼稚園）

教諭（祝町幼稚園）

教諭（夏海幼稚園）

氏　名

○係長級

総　務　課

商工観光課

都市建設課

新所属課 職　名 前所属課 職　名

小松崎一寿

仲島　茂成

小野瀬　実

課長補佐兼商工観光係長

課長補佐兼計画開発係長

総　務　課

財　務　課

商工観光課

課長補佐兼総務係長

管 財 係 長

課長補佐兼商工観光係長

氏　名

○課長補佐級

総　務　課

財　務　課

住　民　課

国保・年金課

上下水道課

商工観光課

会　計　課

学校教育課

新所属課 職　名 前所属課 職　名

前提　時子

石橋　知之

関根　智樹

江沼　政子

佐藤　邦夫

大川　文男

雲井　真巳

田中　円佳

小野瀬憲優

栗毛　由光

長谷川　満

高橋あさ子

網代美智子

山根　祐子

小圷　好子

主　　　任

主　　　任

主　　　任

主　　　任

主　　　任

主　　　任

主　　　事

主　　　事

主　　　任

主　　　任

主　　　任

調理師（第一中学校）

調理師（第一中学校）

調理師（第一中学校）

調理師（南中学校）

住　民　課

農林水産課

総　務　課

総　務　課

福　祉　課

福　祉　課

福　祉　課

福　祉　課

商工観光課

上下水道課

出　納　室

学校教育課

学校教育課

学校教育課

学校教育課

主　　　任

主　　　任

主　　　任

主　　　任

主　　　任

主　　　任

主　　　事

主　　　事

主　　　任

主　　　任

主　　　任

調理師（大貫小学校）

調理師（祝町小学校）

調理師（磯浜小学校）

調理師（夏海小学校）

氏　名

○一般職

○新規採用職員

平成19年4月1日付け人事異動

所　属　課

住　民　課

福　祉　課

上下水道課

農林水産課

新階級職名

消　防　長

消防課長兼行財政改革推進室消防担当

消防課　課長補佐兼警防係長

消防署第二中隊副士長

職　　名

主 事 補

主　　事

主　　事

主　　事

氏　名

細川友里恵

清宮　義久

藤沼　佑介

根本　英昭

○消防本部・署
氏　名

白土　　昇

佐久間義友

関根　政起

秋山　泰教

前階級職名

消防課長

課長補佐兼警防係長

生活環境課国民保護整備計画係長

消防本部消防士

○平成18年度末退職者
所属課

消防本部

消防本部

総 務 課

税 務 課

福 祉 課

福 祉 課

職　名

消 防 長

係　　長

係　　長

係　　長

係　　長

主任保育士

氏　名

高橋　正彦

田口二三子

栗原　晨郎

吉澤　浪子

金澤　慶子

庄司　幸代

所属課

財 務 課

住 民 課

税 務 課

上下水道課

福 祉 課

職　名

主　　査

係　　長

主　　幹

係　　長

主　　幹

氏　名

田山　忠信

関根みち子

長我部ゆみ子

鈴木　利博

米川　あさ

課長補佐兼総務係長兼
行財政改革推進室補佐

生涯学習課

新所属課 職　名 前所属課 職　名

海老沢　稔

美ノ辺　潔

小沼　博美

深作　和利

町長公室

生涯学習課

生涯学習課

生涯学習課

まちづくり推進係長

体験活動推進係長

主査

係長

氏　名

○係長級

社会教育係長

係　　　長

主査兼文化振興係長

スポーツ振興係長
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秘書・広報公聴係
男女共同参画推進係

企画調整係

町民税係

財政係

固定資産税係
収納対策室（新設）　　収納対策係
管理係

生活環境係

施設管理係
生活安全係

計画開発係

管理係
水道施設係
下水道施設係

営業係

農政係
農地土地改良係
水産係
商工観光係

マリンタワー
観光情報センター

学校教育係

社会教育係
文化振興係（新設）

指導室

スポーツ振興係（新設）
総務係
予防係
警防係
第１中隊
第２中隊

会計係

窓口係
社会福祉係

介護保険係
子育て支援係（新設）

国保・年金係

第一保育所
第二保育所

生活環境課

農林水産課

上下水道課

地籍調査係地籍調査課

健康増進係健康増進課

国保・年金課（新設）

都市建設課

商工観光課

会　計　課

学校教育課

生涯学習課

消防課

消防署

土地開発公社

教育委員会

消防本部

議　　　会

町　　　長

土地開発公社事務局

東茨城郡公平委員会 公平委員会

農業委員会 農業委員会事務局

選挙管理委員会 選挙管理委員会事務局

監査委員会 監査委員会事務局

議 会 事 務 局

税　務　課

福　祉　課

住　民　課

財　務　課

町 長 公 室

副町長

教育長 教育次長

会計管理者

大貫小学校
祝町小学校・幼稚園
磯浜小学校

夏海小学校
第一中学校
南中学校

消防長 消防次長

総務係

行財政改革推進室

情報政策係（新設）

管財係

総　務　課

総合運動公園

大洗町行政機構図

町行政機構の一部が変わりました
　福祉の充実を図るため「国保・年金課」を新設するとともに、子育てをサポートする「子育て支援係」
を新設しました。
　公平な納税推進を図るため「収納対策室」を新設し、健全な財政運営と行政のスリム化を一体的に図る
ため、財務課内に「行財政改革推進室」を移設するとともに、出納室を「会計課」に改めました。
　情報発信を効果的に行うため「情報政策係」を新設。学校教育充実のため指導室を設置し、生涯学習事
業の明確化を図るため「文化振興係」と「スポーツ振興係」を新設しました。
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〒311-1311  茨城県東茨城郡大洗町大貫町1212-57
　　　　　　　大洗町体験活動交流センター内
TEL 029-266-3322　　FAX 029-267-5417
E-mail umi@anco-oarai.org　　URL http://www.anco-oarai.org

大洗海の大学 4月とっておきカリキュラム大洗海の大学 4月とっておきカリキュラム大洗海の大学 4月とっておきカリキュラム大洗海の大学 4月とっておきカリキュラム大洗海の大学 4月とっておきカリキュラム大洗海の大学 4月とっておきカリキュラム

申し込み方法 
※電話・ＦＡＸ・Ｅメールでお申し込み
　下さい。
　尚、定員になり次第締め切ります。

４月 7日（土）「磯あそび」
15日（日）「とんぼ玉」

　　22日（日）「釣り」
　　25日（水）「貝あわせ」

14日（土）「入浴剤」
15日（日）「ストーンアート」
21日（土）「ストーンアート」
22日（日）「石けん」

　大洗海の大学は、自然に恵まれた大洗町をまるごとキャンパスにして様々な体験活動を行ってい
ます。
　「大学なんて難しそう」と思っているあなた！自然とふれあい、人とふれあい、楽しく学ぶ、興味の
ある方すべてが学生になれる　それが大洗海の大学です。今回から毎月『とっておきカリキュラム』
として各教室の紹介をしていきます。今月は「貝あわせ教室」です。

　「貝あわせ」とは、平安朝の貴族が楽しんだ遊びです。
トランプの神経衰弱のような遊び方をします。貝の数は総
計360組あり、貝桶に納められています。360という数字
は１年の日数を表しています。来客に楽しんでいただくよ
うにお客様が勝つようなゲームの進め方で日本古来の風情
を感じさせ、雅な世界に触れられます。
　不思議な事に二枚貝のハマグリは１枚の貝に合うものが
２つとありません。異なったものとは絶対に合わず、左右
１組みとなるものが決まっていることから夫婦和合のシン
ボルとして縁を結ぶ結婚式、ひな祭り、正月などの祝い事
に欠かせないものになりました。
　海の大学の教室では、大洗特産のハマグリを使った絵付
けをする教室を開催しております。貝の処理から始まり、
内側を金色に染め、季節にあった図柄を描きこみます。
　初心者の方でも基本から丁寧に指導します。和やかな雰
囲気の中、雅の世界に入り込み、貝の中に自分の世界を描
き上げた作品は、ひときわ愛おしく感じることでしょう。

渚学部アート学科　貝あわせ教室渚学部アート学科　貝あわせ教室

本校カリキュラム 分校カリキュラム

11:00～16:00
11:00～16:00
11:00～16:00
11:00～16:00

10:00～12:00
13:30～15:00
9:30～12:00
13:30～16:00

３月に偕楽園で開催された「貝あわせ」体験

絵付けした「貝あわせ」の作品

＊　

＊　

＊　

＊　

＊
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《
東
地
区
》

明
神
町
・
東
光
台
・
一
丁
目
・
二

丁
目
・
汐
見
ヶ
丘
・
仲
町
・
金
沢

町
・
通
町
・
祝
町
・
松
ヶ
丘
・
二

葉
・
新
町
・
和
銅
・
五
反
田

《
西
地
区
》

永
町
・
髭
釜
町
・
桜
道
・
大
貫
町

全
域
・
神
山
町
・
成
田
町

☆
近
所
の
方
の
迷
惑
に
な
り
ま
す

の
で
、
収
集
日
以
外
の
日
に
ご
み

を
出
す
の
は
お
や
め
く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
の
協
力
で
き
れ
い
な
ま

ち
づ
く
り
を
。

問
合
せ
／
生
活
環
境
課

　
　
　
（
内
線
２
４
３
）

　

平
成
19
年
４
月
か
ら
平
成
20
年

３
月
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料

は
、
月
額
１
４
、
１
４
０
円
に
改

定
さ
れ
ま
す
。
年
金
保
険
料
は
、

平
成
29
年
度
ま
で
毎
年
２
８
０
円

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。（
最
終
的

に
１
６
、
９
０
０
円
と
な
る
予
定

で
す
。）
こ
れ
は
、
年
金
を
支
え

る
力
と
給
付
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る

た
め
の
も
の
で
す
。

　

年
金
保
険
料
の
納
付
方
法
は
便

利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
口
座
振
替
に
す
る
と
、
納
め

忘
れ
が
な
く
な
り
ま
す
。
手
続
き

は
金
融
機
関
の
窓
口
で
す
。

　

年
金
保
険
料
は
、
前
納
（
１
年

分
・
半
年
分
）
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
前
納
す
る
と
保
険
料
が
割

引
に
な
り
ま
す
。
前
納
は
現
金
に

よ
る
納
付
の
ほ
か
口
座
振
替
も
で

き
ま
す
。

問
合
せ
／
国
保
年
金
課

　
　
　
（
内
線
１
６
０
）

Ｇゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

Ｗ
の
ご
み
収
集
日
程

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中

の
ご
み
収
集
業
務
は
次
の
日
程
で

行
い
ま
す
の
で
、ご
確
認
の
う
え
、

ル
ー
ル
を
守
っ
て
お
出
し
く
だ
さ

い
。

「
国
民
年
金
保
険
料
」
の

納
付
に
つ
い
て

４月30日（祝）

５月 １日（火）

　　２日（水）

　　３日（祝）

　　４日（祝）

可燃ごみ（東地区）

可燃ごみ（西地区）

資源ごみ（東地区）

不燃ごみ（西地区）

休み

休み

※４月30日は、祝日ですが収集を
　行います。

日　　　程　５月21日（月）・22日（火）・26日（土）
検診当日受付時間
　　　　　　21日・22日は12時30分～13時15分
　　　　　　26日は午前９時～９時45分
場　　　所　健康福祉センター（ゆっくら健康館１階）
対　　　象　30歳以上の女性
　　　　　　　（子宮がんのみは20歳以上）
内　　　容
　　Ａ　30歳～56歳・・子宮がん＋乳がん（視触診・

超音波）
　　Ｂ　40歳～56歳・・子宮がん＋乳がん（視触診・

マンモ）
　　Ｃ　57歳以上・・・・子宮がん＋乳がん（マンモ）
　　Ｄ　57歳以上・・・・子宮がん＋乳がん（視触診）
注　　　意　　５月21日は、超音波検査はありません。
　　　　　　　マンモ（乳房レントゲン検査）は、２年

に１回の受診となります。
　　　　　　自覚症状として「乳房のしこり」のある方

は、直接病院への受診をお勧めします。
料　　　金　セット検診　1,000円
　　　　　　単独検診　　　500円
申し込み先　健康増進課　☎２６６－１０１０
ご　注　意　4月3日より、申し込みを開始しています。

定員になり次第締め切らせていただきま
す。詳しくは、２月下旬に全戸配布（郵送）
した｛平成19年度健康診査のお知らせ｝
をご覧ください。

　大洗町には、原子力の平和利用に寄与するための原子力研究施
設があることから、国から電源三法交付金を受けています。
　この交付金は、第一中学校音楽室・格技場等や、斎場火葬炉、
消防分団詰所、町民会館照明設備、明神町地区幹線排水路などの
整備・改築のための財源の一部として使われています。

身近なところに電源三法交付金は
使われています

ご存知ですか？
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戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特

別
弔
慰
金（
第
八
回
特
別
弔
慰
金
）

を
支
給
し
て
い
ま
す
。

支
給
の
対
象
者

　

平
成
17
年
４
月
１
日
に
お
い

て
、
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料

や
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

法
に
よ
る
遺
族
年
金
等
を
受
け
る

方
（
戦
没
者
等
の
妻
や
父
母
等
）

が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
に

よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
に

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で１
、
平
成
17
年
４
月
１
日
ま
で
に

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法

に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得

し
た
方

２
、
戦
没
者
等
の
子

３
、
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有

し
て
い
た
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母

④
兄
弟
姉
妹
（
戦
没
者
等
と
生
計

関
係
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
方
、

平
成
17
年
４
月
１
日
に
お
い
て
婚

姻
に
よ
り
姓
が
変
わ
っ
て
い
る
方

又
は
遺
族
以
外
の
方
と
養
子
縁
組

し
て
い
る
方
は
除
か
れ
ま
す
。）

４
、
右
記
３
以
外
の
①
父
母
②
孫

③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

５
、
左
記
１
か
ら
４
以
外
の
三
親

等
内
の
親
族

（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き

続
き
１
年
以
上
生
計
関
係
を
有
し

て
い
た
方
に
限
ら
れ
ま
す
。）

支
給
内
容

額
面
40
万
円
、
10
年
間
償
還
の
記

名
国
債

請
求
期
間

平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
20

年
３
月
31
日
ま
で

請
求
窓
口

福
祉
課
社
会
福
祉
係

（
内
１
５
１
・
１
５
２
）

　

家
族
の
こ
と
、
仕
事
の
こ
と
、

子
育
て
の
こ
と
、
日
常
の
生
活
の

中
で
「
不
安
で
た
ま
ら
な
い
」「
イ

ラ
イ
ラ
す
る
」「
眠
れ
な
い
」な
ど
、

自
分
の
つ
ら
い
気
持
ち
を
誰
か
に

話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
こ
こ
ろ
の

よ
ろ
ず
相
談
で
は
、
こ
こ
ろ
の
専

門
相
談
員
が
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

日
時
／
４
月
よ
り
毎
月
第
３
土
曜

日
の
午
後
（
要
予
約
）

①
13
時
30
分　

②
14
時
30
分

③
15
時
30
分

場
所
／
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

ふ
わ
り
（
ひ
た
ち
な
か
市
柳
沢
２

８
３
１
）

料
金
／
無
料

相
談
員
／
精
神
保
健
福
祉
士
（
１

９
９
７
年
に
で
き
た
国
家
資
格

で
、
精
神
保
健
福
祉
領
域
の
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
で
す
。）

申
込
み
／
電
話
で
前
日
ま
で
に
予

約
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
ふ
わ
り

　
　
　

☎
（
２
６
４
）
１
５
０
０

　

今
年
も
車
塚
古
墳
の
歴
史
と
自

然
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
講
演

と
観
察
会
を
行
い
ま
す
。併
せ
て
、

古
墳
に
根
を
は
っ
た
タ
ケ
ノ
コ
を

採
り
、大
切
な
古
墳
を
守
り
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
５
月
３
日
（
祝
）

　
　
　

10
時
〜
15
時

内
容
／
◆
車
塚
古
墳
の
考
古
学

（
ひ
た
ち
な
か
市
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
振
興
公
社　

白
石
真
理
）
◆
車

塚
古
墳
の
自
然
（「
ふ
み
の
会
」

特
別
弔
慰
金
の
申
請
が

ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
へ

「
こ
こ
ろ
の
よ
ろ
ず
相
談
」

車
塚
古
墳
観
察
会

主
宰　

浜
口
喜
夫
）
◆
昼
食
〜
旬

の
タ
ケ
ノ
コ
料
理
〜
（「
お
い
し

い
講
座
」
講
師　

八
木
逸
郎
）

◆
タ
ケ
ノ
コ
採
り
（
採
っ
た
タ
ケ

ノ
コ
は
各
自
持
ち
帰
れ
ま
す
。
採

る
道
具
と
袋
は
ご
用
意
く
だ
さ
い
）

定
員
／
30
名
（
先
着
順
。
定
員
に

な
り
次
第
締
切
）

参
加
費
／
５
０
０
円
（
昼
食
代
・

保
険
代
）

申
込
み
・
問
合
せ
／
受
付
期
間
中

（
４
月
16
日
〜
５
月
２
日
）
に
、

電
話
に
て
生
涯
学
習
課
ま
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
を
済
ま
せ

た
方
は
、
当
日
10
時
ま
で
に
中
央

公
民
館
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
町
生
涯
学
習
課

　
　
　

☎
（
２
６
７
）
０
２
３
０

　国が民間共用化事業を進めている航空自衛隊百里飛行場の愛称が「茨城
空港」に決定しました。愛称は全国各地から8,266点の応募の中から決
定されました。
　これから「茨城空港」は、新滑走路の整備に着手する予定で、平成21
年の開港を予定しています。
問合せ／茨城県百里飛行場民間共用化推進協議会事務局
　　☎（301）2761

　一世代も二世代も前の昭和時代の懐かしい

電器製品に会えます。自由に見学ください。

期間／４月10日（火）～

　　　６月10日（日）

　　　９時～21時（月曜日は休館）

会場／大洗町中央公民館２階入口

内容／ポータブルラジオ、ポータブル電蓄、

レコードの名盤など

問合せ／生涯学習課

　　☎（267）0230

「「昭和時代の電器製品昭和時代の電器製品」」展展

「茨城空港」に決定!!



水戸市長杯第22回綱引大会参加者募集
　気の合った仲間をさそって、綱引大会に参加してみませんか。市外にお住
まいの方の参加もたくさんお待ちしています。
日時／５月20日（日）午前９時集合
会場／青柳公園市民体育館
チーム構成／１チーム選手８～10名、監督１名、トレーナー１名
（チームの人数が10名以内の場合は、チーム監督、トレーナーが選手を兼任
しても可）。試合の出場者は８名。
種別／■一般男子（８人の合計体重が600kg以下）
　　　■一般女子（８人の合計体重が520kg以下）
■男女混合（男女各４名。８人の合計体重が560kg以下。一般男子、女子と
の重複出場は可）
■小学生（５・６年生。体重制限なし。男女混合も可。監督、トレーナーは成人）
参加料／一般女子・一般男子・男女混合　１チーム3,000円
　　　　小学生の部　　　　　　　　　１チーム1,000円
申込締切／５月９日（水）までに水戸市スポーツ振興協会へ
問合せ／水戸市見川町2256　　☎243-0111

涸沼自然公園（キャンプ場）
　涸沼のほとりの自然を丸ごとアウトドア施設にした公園です。34.5haの広
さの中には、テントサイト、オートキャンプ場、広場がありますので、いろいろ
な楽しみ方ができます。涸沼を一望できる太陽の広場や渓流のあるせせらぎ
広場など、個性もそれぞれです。広い園内の中には、約1.5kmの散策路があ
るので、山あり谷ありの起伏を歩きながら、自然を楽しむことができます。
利用期間／４月25日～10月31日
料金／・オートキャンプ場（56区画）　　　　１区画　5,000円
　　　・テントサイト（最大100張）　 　テント１張　2,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　タープ１張　1,000円
　　　・バーベキュー炉（６炉）　　　　　　　１炉　1,500円
　　　・バーベキューのみ　　　　　　　　　　　１人100円（5歳以上）
　※人員割使用料200円（５歳～15歳100円）が別にかかります。直火は
禁止です。

問合せ／茨城町役場商工観光課　　☎292-1111（内線221）
　　　　涸沼自然公園管理事務所　☎293-7441
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催　事　内　容
●大洗文化センター●　　　☎266-2442
月

４

補聴器の無料相談（あかまつ補聴器）

補聴器の相談会（関東補聴器）

ダンス発表会（トライオブアクティブスクール）

入場方法開催場所開始時間

今 月 の

期
納固定資産税

　　　　（第１期）

納期は5月1日までです。

町の人口と世帯
（2月末現在）

人 口 18,917人
 男　　 9,350人
 女　　 9,567人
世帯数　 6,863世帯 
転入　37人  転出　49人
出生　14人　 死亡　25人
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／
４
月
19
日
（
木
）

　
　
　

10
時
〜
15
時

場
所
／
役
場
３
階
会
議
室

相
談
員
／
人
権
擁
護
委
員

申
込
み
／
町
長
公
室

　
　
　
（
内
線
２
１
２
）

相
談
日
／
５
月
11
日
（
金
）

場
所
／
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
1
階
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
室

時
間
／
13
時
30
分
〜
15
時

☆
在
弁
護
士
・
要
予
約

申
込
み
／
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

☎
（
２
６
６
）
３
０
２
１

休
室
日
／
毎
週
月
曜
日

貸
出
時
間
／
９
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　

16
時
30
分

新
着
本
／
「
血
涙
上
・
下
」
北
方

謙
三
・
著
／
「
ア
モ
ス
・
ダ
ラ
ゴ

ン
１
〜
８
」
ブ
リ
ア
ン
・
ペ
ロ
ー

著◆
寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た杉
浦
芳
男
さ
ん
、
宮
本
明
さ
ん

（
２
月
）

　

５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日
を
中

心
に
５
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の

一
週
間
を
憲
法
週
間
と
し
、
関
係

機
関
で
は
人
権
尊
重
思
想
の
普
及

高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

基
本
的
人
権
の
尊
重
は
日
本
国

憲
法
の
重
要
な
柱
の
ひ
と
つ
で
あ

り
、
す
べ
て
の
人
の
人
権
が
尊
重

さ
れ
る
社
会
が
実
現
さ
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

憲
法
週
間
に
当
た
り
、
身
近
で

起
こ
る
差
別
や
偏
見
に
つ
い
て
一

人
一
人
が
考
え
、
人
権
尊
重
の
意

識
を
高
め
、
豊
か
な
人
間
関
係
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

人
権
問
題
で
お
困
り
の
と
き

は
、
法
務
局
の
人
権
相
談
所
又
は

人
権
擁
護
委
員
ま
で
ご
相
談
下
さ

い
。

　

水
戸
地
方
法
務
局

　

茨
城
県
人
権
擁
護
連
合
会

「
裁
判
員
〜
選
ば
れ
、
そ
し
て
見

え
て
き
た
も
の
〜
」

５
月
１
日
か
ら
７
日
は

憲
法
週
間
で
す

図
書
室

心
配
ご
と
相
談

裁
判
員
制
度
映
画
上
映
会

特
設
人
権
相
談

日
時
／
５
月
10
日
（
木
）

17
時
30
分
会
場
、
18
時
開
演

場
所
／
茨
城
県
立
図
書
館
（
視
聴

覚
室
ホ
ー
ル
）

内
容
／
映
画
を
上
映
し
た
後
、
簡

単
な
裁
判
員
制
度
の
説
明
を
し
、

質
疑
応
答
。

①
「
映
画
上
映
」（
70
分
）

②
裁
判
員
制
度
の
説
明
（
15
分
）

③
質
疑
応
答
（
15
分
）

申
込
・
問
合
せ
／
水
戸
地
方
裁
判

所
総
務
課
庶
務
係

　
　
　

☎
（
２
２
４
）
８
４
１
２


